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(57)【要約】
【課題】　インクジェットプリンターに備わるキャリッ
ジに、記録媒体の搬送方向上流側に、プレコート液を吐
出する記録ヘッドを、下流側にインクを吐出する記録ヘ
ッドを配置する場合に、キャリッジが副走査方向に大型
化する問題があった。
【解決手段】　カラーの各色に対応した各記録ヘッドは
、ノズルが副走査方向に列状に並び、主走査方向の同一
ライン上にドットが形成できるように、キャリッジに固
定される。プレコート液用の記録ヘッドは、記録媒体の
搬送方向上流側にずらして配置する。そのずらす量を、
ノズル間のピッチ以下にすることで、キャリッジの大型
化を防止する。プレコート液によりドットのラインを形
成し、その先行して形成されたプレコート液のライン上
に次の走査でインクのドットを記録する複数パス記録の
制御を行う。
【選択図】　図１



(2) JP 2017-132152 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のノズルが配置され、前記ノズルから記録媒体にインクを吐出する記録ヘッドと、
　前記記録媒体を支持するプラテンと、
　前記記録媒体を搬送する搬送手段と、
　前記記録ヘッドを搭載し、前記記録媒体の搬送方向に対して交差する主走査方向に往復
移動するキャリッジと、
　前記記録ヘッドの前記ノズルからのインクの吐出を制御する制御手段と、を有し、
　前記記録ヘッドは、前記インクの色に応じた複数のインクヘッドと、プレコート液を吐
出するプレコートヘッドを有し、
　前記キャリッジには、前記インクヘッドと、プレコートヘッドとが搭載されており、
　前記プラテンに支持された前記記録媒体に、前記キャリッジを移動しながら前記プレコ
ートヘッドから前記プレコート液を記録した後に、前記インクヘッドから前記インクを吐
出して画像を記録するインクジェットプリンターにおいて、
　前記プレコートヘッドの前記ノズルの列が、前記インクヘッドの前記ノズルの列に対し
て前記記録媒体の搬送方向上流側にずれて配置されており、前記ずれの量が、前記記録ヘ
ッドのノズル間のピッチ以下であることを特徴とするインクジェットプリンター。
【請求項２】
　前記プレコートヘッドの前記プレコート液を吐出する前記ノズルは、前記記録媒体の搬
送方向の最上流側の前記ブロックのノズル数が、下流側の前記ブロックのノズル数に対し
て少なくとも１ノズル多く配置されていることを特徴とする請求項１に記載のインクジェ
ットプリンター。
【請求項３】
　前記記録ヘッドの前記ノズルは、前記記録媒体の搬送方向に沿った方向に等間隔に配置
されており、
　前記プレコートヘッドと前記インクヘッドは、複数のブロックに分割され、
　前記制御手段は、所定の領域に、前記ブロックの分割数に応じたパス数回の走査による
記録を、１走査毎に前記プレコートヘッドと前記インクヘッドの夫々の前記ブロックを変
え、前回の走査において前記プレコートヘッドによって記録された前記プレコート液を吐
出した位置に、前記インクヘッドによって前記インクを吐出する制御を行うことを特徴と
する請求項１または請求項２に記載のインクジェットプリンター。
【請求項４】
　前記ずれの量は、前記ノズル間に記録するライン数に対応する距離であることを特徴と
する請求項１から請求項３の何れか１項に記載のインクジェットプリンター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェットプリンターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット式の記録ヘッドから、紙や樹脂フィルムなどの記録媒体にインクを吐出
して画像を記録するインクジェットプリンターが知られている。インクジェットプリンタ
ーでは、記録ヘッドを記録媒体に対して数ミリメートルの間隔を隔ててキャリッジに搭載
し、キャリッジを記録媒体の搬送方向に対して交差する方向に、例えば直行する方向に、
往復移動させながらインクを吐出し、記録を行うものが知られている。キャリッジの往復
走査の往路と復路との切り替えの間に、搬送手段による記録媒体の搬送を行い、記録と搬
送を交互に行うことで所望の画像を完成させる。
【０００３】
　インクジェットプリンターに用いるインクは、例えば、主溶剤として有機溶剤を使い、
その溶剤に顔料を分散させた溶剤インク、紫外線を照射することで硬化するＵＶインクな
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ど様々ものが提案され、用途に応じて利用されている。
【０００４】
　また、画像の高画質化が望まれている。記録媒体に着弾したインクが、濡れ広がり、斑
が生じたり、小さなドットのまま定着したりするなどの不具合があると、高画質に記録す
ることができない。そこで、記録媒体に所望のドットを形成できるように、記録媒体やイ
ンクに適したプレコート液を予め記録媒体に塗布し、その後、インクの記録をする装置が
考えられている。例えば、特開２０１５‐１４７４２６号公報には、カラーを記録する記
録ヘッドに対して、記録媒体の搬送方向の上流側にプレコート液を吐出する記録ヘッドを
２列に配置したインクジェットプリンターが開示されている。また、特開２０１４‐９７
６５０号公報には、インクを吐出するノズルと、特色インクを吐出するノズルとを、記録
媒体の搬送方向に半ピッチずらして配置した記録ヘッドを備えたインクジェットプリンタ
ーが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５‐１４７４２６号公報
【特許文献２】特開２０１４‐９７６５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の技術では、記録媒体の搬送方向に、記録ヘッドを２列に配置するため、キ
ャリッジ上に記録ヘッド等が搭載されない無駄な空間が作られ、また、キャリッジが搬送
方向に伸びた形状のため、無駄に大きくなっていた。そのため、キャリッジの駆動のため
の負荷が増大し、装置の大型化の問題があった。また、特許文献２の技術は、半ピッチず
らして配置したノズル列を用いて、カラー記録後に、透明インクを吐出し、ドットの凹凸
を無くす技術である。そのため、プレコート上にドットを形成する制御はしておらず、プ
レコート上に高画質に画像を記録することができないものであった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願発明は、上述課題を解決する発明であり、本願発明のインクジェットプリンターは
、複数のノズルが配置され、前記ノズルから記録媒体にインクを吐出する記録ヘッドと、
前記記録媒体を支持するプラテンと、前記記録媒体を搬送する搬送手段と、前記記録ヘッ
ドを搭載し、前記記録媒体の搬送方向に対して交差する主走査方向に往復移動するキャリ
ッジと、前記記録ヘッドの前記ノズルからのインクの吐出を制御する制御手段と、を有し
、前記記録ヘッドは、前記インクの色に応じた複数のインクヘッドと、プレコート液を吐
出するプレコートヘッドを有し、前記キャリッジには、前記インクヘッドと、プレコート
ヘッドとが搭載されており、前記プラテンに支持された前記記録媒体に、前記キャリッジ
を移動しながら前記プレコートヘッドから前記プレコート液を記録した後に、前記インク
ヘッドから前記インクを吐出して画像を記録するインクジェットプリンターにおいて、前
記プレコートヘッドの前記ノズルの列が、前記インクヘッドの前記ノズルの列に対して前
記記録媒体の搬送方向上流側にずれて配置されており、前記ずれの量が、前記記録ヘッド
のノズル間のピッチ以下であることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本願発明により、キャリッジを記録媒体の搬送方向に長くせずに、コンパクトに記録ヘ
ッドを搭載できる。記録媒体上にプレコート液を記録し、その上に、インクを吐出して画
像を記録することで、高画質な記録が可能なインクジェットプリンターが提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、記録ヘッドの配置を説明する図である。
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【図２】図２は、インクジェットプリンターのブロック図である。
【図３】図３は、画像の記録動作を説明するための図である。
【図４】図４は、インクジェットプリンターの外観図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図面を用いて、本発明の実施形態を説明する。図１は、記録ヘッドの配置を説明する図
である。記録媒体にカラーの記録を行うために、シアン色のインクを吐出するＣヘッド１
、マゼンタ色のインクを吐出するＭヘッド２、イエロー色のインクを吐出するＹヘッド３
、黒色のインクを吐出するＫヘッド４、プレコート液を吐出するＰヘッド５の５台の記録
ヘッドが、後述のキャリッジに固定される。これらの記録ヘッドは、Ｃヘッド１、Ｍヘッ
ド２、Ｙヘッド３、Ｋヘッド４が、キャリッジの進行方向にインクを吐出するノズルが重
なるように配置されている。ノズル６は、Ｐヘッド５の記録媒体の搬送方向の最上流側の
ノズルである。例えば、ノズル７とノズル８は同一のラインに記録ができる。ノズル９と
ノズル１０により形成されるドットは、記録媒体の搬送方向の間に３ドット分の隙間がで
きる。１回の走査において、ノズル６は、ノズル７、８により形成されるラインより、記
録媒体の搬送方向の上流側のラインに記録できる。この例では、間に２ドット分の隙間が
できる間隔で配置されている。
【００１１】
　Ｐヘッド５は、他の記録ヘッドのノズル間に対応した位置に配置されている。すなわち
、Ｐヘッド５は、Ｃヘッド１等のノズルの配置に比べ、３ドット分、先行して記録できる
位置にキャリッジに固定されている。
【００１２】
　例えば、Ｃヘッド１等のノズルピッチは、１８０ｄｐｉのドットを密度で記録できる場
合に、Ｐヘッド５のノズルは、７２０ｄｐｉのドット密度で３ドットずらした位置に配置
されている。
【００１３】
　図中の白丸１２は、Ｐヘッド５によって記録されるプレコート液のドットを示し、黒丸
１１は、Ｃヘッド１、Ｍヘッド２、Ｙヘッド３、Ｋヘッド４によって記録されるカラード
ットを示している。カラードットは、プレコート液を記録した上に重なるように記録され
る。
【００１４】
　図２は、プリンターのブロック図である。制御手段２０は、演算、制御、判別、設定な
どの処理動作を実行するＣＰＵを備える制御回路である。制御手段２０は、ＲＯＭ２１に
格納されている制御プログラムに従って動作する。ＲＡＭ２２は、記録データのバッファ
や制御手段２０による処理のワークエリア、データの一時的な記憶などをするメモリーと
して用いられる。操作パネル２３は、制御手段２０の制御によって動作する。操作パネル
２３はＬＣＤパネルを備え、様々な表示を行うことができ、またキーボードを備え、入力
することができる。ユーザーによる各種設定値の入力や、装置の状態の表示、警告ができ
る。
【００１５】
　キャリッジ移動モーター駆動回路２４は制御手段２０の制御によって動作し、キャリッ
ジを移動させるモーターを駆動する。キャリッジ位置検出センサー２５は、キャリッジの
位置を検出するセンサーである。キャリッジ位置検出センサー２５の出力を制御手段２０
が取得し、演算して各種制御に用いる。たとえば、キャリッジ位置検出センサー２５は、
キャリッジが移動可能に固定されているレールに沿って配置されたリニアスケールの目盛
を、リニアセンサーで検出する構成である。このセンサー出力に基づいてキャリッジの位
置を演算して取得できる。この位置に基づいて、制御手段２０は、キャリッジを移動制御
できる。
【００１６】
　すなわち、キャリッジの位置が分かることで、キャリッジに固定されている記録ヘッド
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の位置も分かり、キャリッジの位置に応じて記録ヘッドからインクを吐出する制御が可能
となる。
【００１７】
　ヘッド駆動回路２６は制御手段２０によって制御される。ヘッド駆動回路２６を介して
、記録ヘッドを動作させる。記録ヘッドが複数搭載されている場合、制御部２０及びヘッ
ド駆動回路２６は、各々の記録ヘッドを個別に駆動させることができる。ヘッド駆動回路
２６は制御手段２０から入力された情報に基づいて、各記録ヘッドのインク吐出もしくは
不吐出の信号、吐出のタイミングの信号を生成し、記録ヘッドを駆動する。この吐出のタ
イミングはキャリッジ位置検出センサー２５によって取得したキャリッジの位置に基づい
て演算される。各ノズルに対応してインクの吐出、不吐出を制御することができる。イン
クを吐出させる場合は、オン波形を生成し、不吐出とする場合は、オフ波形を生成し、各
記録ヘッドへ転送する。吐出のタイミングはキャリッジの位置に応じて演算され、記録ヘ
ッドに信号を与える。
【００１８】
　キャリッジの移動時間と、キャリッジ位置検出センサー２５から取得して求めた位置情
報から、キャリッジの移動スピードが演算できる。通常、キャリッジの移動スピードを一
定に制御しながら、インクを吐出する。インクの吐出タイミングを一定周期とすることで
、記録するドットの間隔を一定にすることができる。この吐出タイミングによって、キャ
リッジの移動方向に１ドット毎の記録ができる。更に細かく吐出タイミングを演算し、用
いることもできる。吐出タイミングは、記録媒体と記録ヘッドのノズル面の距離によって
最適になるように、予め決められている。その距離と吐出タイミングとの関係は、予めＲ
ＯＭ２１に記憶され、制御手段２０が必要に応じて、距離を取得し、その取得した距離に
応じて、ＲＯＭ２１に記憶された関係を用いて、吐出タイミング決定する。制御手段２０
に接続された不図示の距離センサーを用いる。ＲＯＭ２１には、段階的な距離と、それに
応じた吐出タイミングのデータが関連付けられて記憶されている。
【００１９】
　記録媒体搬送手段２７は、制御手段２０の制御によって動作する。記録媒体搬送手段２
７は、搬送ローラー、搬送ローラーを駆動するモーターを含む。搬送ローラーを動作させ
て記録媒体を搬送する。搬送方向に、少なくとも１ドット単位の送り精度で記録媒体を搬
送することができる。さらに細かく制御をしても良い。記録媒体の種類によっては、搬送
ローラーに挟まれた状態で変形し、変形した状態で搬送されることで、搬送誤差が生じ、
補正を要する場合もある。記録媒体の搬送は、好ましくは０．０１～０．１ドット単位の
距離で搬送できることが好ましい。
【００２０】
　図３は、画像の記録動作を説明するための図である。制御手段２０によって、記録媒体
搬送手段２７、キャリッジ検出センサー２５、ヘッド駆動回路２６等の要素を制御して、
記録媒体に画像を記録する。
【００２１】
　記録ヘッド３０は、プレコート液を記録する。記録ヘッド３１は、カラーインクを吐出
する。説明を簡略するために、カラー記録する１つの記録ヘッドを用いる。また、ノズル
数が１６個、５つのブロックに分割された場合で説明する。
【００２２】
　記録ヘッド３０は、５つのブロックに分かれている。記録媒体の搬送方向の最上流側の
ブロックは、他のブロックより一つ多くのノズルが配置されている。すなわち、ノズル３
２が最上流側のブロックに配置されている。また、カラー記録をする記録ヘッド３１は、
最下流側に、他のブロックに比べ一つ多くノズル３３が配置されている。
【００２３】
　カラー記録は、７２０ｄｐｉの解像度で記録される。ノズル間のピッチは１８０ｄｉｐ
相当である。プレコートする記録ヘッド３０のノズル列は、カラー記録するノズル列に比
べ、３ライン分だけ記録媒体搬送方向の上流側から配置されている。
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【００２４】
　この例では、４回の走査、すなわち４パスの記録を行い、７２０ｄｐｉの解像度の画像
を完成させる例を説明する。但し、記録の最初は、プレコート液を記録することになる。
また、１つのブロックの幅に相当する領域の画像が、４回の走査のインクの記録で完成す
る動作について説明する。１スキャン目から７スキャン目までの動作を用いて説明するこ
とで、所定の領域の２つ分の領域の画像が完成する動作を説明する。同じ動作を繰り返す
ことで全体の画像の記録が可能となる。
【００２５】
　記録の最初に、まず、記録媒体にプレコート液を記録する必要がある。１走査目に、プ
レコート用の記録ヘッド３０によって、プレコート液を記録する。その際、最上流のブロ
ックの先頭のノズル３２から、他のブロックのノズル数分のノズルによってプレコート液
の記録を行う。図４の中で、記録ヘッド３０によって記録されるドットを白丸、記録ヘッ
ド３１によって記録されるドットを灰色丸で表示した。記録ヘッド３１によって記録され
るドットは、記録ヘッド３０によって記録されたドットの上に形成されることになる。
【００２６】
　プレコートされた画素上に、カラー各色のドットが形成されることになり、プレコート
なしの場合に比べ、均一な画質であり、高画質の画像を記録することができる。
【００２７】
　次に、キャリッジが記録エリアを通過し、折り返えし、再び記録エリアに達するまで、
すなわち、往路の走査と復路の走査とを切り替えるときに、記録媒体を搬送する。このと
き、最初に記録したプレコートのドットライン上に、インクによるカラー記録をする。記
録ヘッド３１の最上流側のブロックのノズルによるドットが形成できる位置に搬送される
。すなわち、例えば、矢印で示した様に３ドット分の搬送を行う。
【００２８】
　そして、２走査目の記録を行う。記録ヘッド３１の最上流側のブロックのノズルによっ
て、前回記録したプレコート液のライン上に、カラードットの記録を行う。また、記録ヘ
ッド３０によって、隣のラインにプレコート液のドットのラインを形成する。
【００２９】
　次に、基準搬送量に対して、１ドット分の距離をマイナスして搬送を行う。そして３走
査目の記録を行う。すなわち、記録ヘッド３１の上流から２番目のブロックのノズルによ
って、前回記録したプレコート液のドットのライン上に記録を行う。また、記録ヘッド３
０によって、隣のラインにプレコート液のドットのラインを形成する。基準搬送量は、各
ブロックの先頭のノズル間の距離である。例えば、図４では、１２ドット分に相当する搬
送量である。例えば、矢印で示した位置にプレコートのラインが移動してインクの記録が
される。この搬送をした場合に同一ライン上にドットが重なることになる。７２０ｄｐｉ
の密度で記録を行うので、ノズル間に３ライン分記録をすることになる。そのため、１ラ
イン分ずらして記録することになる。
【００３０】
　次に、往路の走査と復路の走査とを切り替えるときに、記録媒体を搬送する。このとき
、基準搬送量に対して、１ドット分の距離をマイナスして搬送を行う。そして４走査目の
記録を行う。すなわち、記録ヘッド３１の上流から２番目のブロックのノズルによって、
前回記録したプレコート液のドットのライン上に記録を行う。また、記録ヘッド３０によ
って、隣のラインにプレコート液のドットのラインを形成する。
【００３１】
　次に、往路の走査と復路の走査とを切り替えるときに、記録媒体を搬送する。このとき
、基準搬送量に対して、１ドット分の距離をマイナスして搬送する。そして５走査目の記
録を行う。すなわち、記録ヘッド３１の上流から３番目のブロックのノズルによって、前
回記録したプレコート液のドットのライン上に記録を行う。また、記録ヘッド３０によっ
て、隣のラインにプレコート液のドットのラインを形成する。１領域目の画像の記録が完
成する。
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【００３２】
　次に、往路の走査と復路の走査とを切り替えるときに、記録媒体を搬送する。このとき
、基準搬送量に対して、３ドット分の距離をプラスして搬送を行う。そして６走査目の記
録を行う。すなわち、記録ヘッド３１の上流から４番目のブロックのノズルによって、前
回記録したプレコート液のドットのライン上に記録を行う。また、記録ヘッド３０によっ
て、隣のラインにプレコート液のドットのラインを形成する。
【００３３】
　次に、往路の走査と復路の走査とを切り替えるときに、記録媒体を搬送する。このとき
、基準搬送量に対して、１ドット分の距離をマイナスして搬送を行う。そして７走査目の
記録を行う。すなわち、記録ヘッド３１の上流から５番目のブロックのノズルによって、
前回記録したプレコート液のドットのライン上に記録を行う。２領域目の画像の記録が完
成する。
【００３４】
　前回の走査にて記録されたプレコートのライン上にインクを記録できるので、プレコー
ト記録とインク記録が定期的に行われ、画質の均一化が図れる。例えば、ある領域にプレ
コート記録後に、記録媒体を搬送し、複数パスの記録を開始するような方法であると、プ
レコート記録後からのインク記録までの時間が最大でブロック数分の走査時間の遅れが生
じてしまう。
【００３５】
　ノズルが一つ多いブロックを最上流側に置くことで、プレコート液の記録を行い、次の
走査で前回の走査で記録したプレコート液のドットのライン上にカラーインクのドットの
記録が可能となる。また、ノズル間には３ドット分の隔たりがあるので、それを補う１ド
ット単位で必要量の搬送の補正が必要となる。
【００３６】
　走査の異なるライン上に記録するので、プレコート液が好適に濡れ広がり、乾燥して記
録媒体に定着する時間を得ることができるので、その上にインクの記録が良好にでき、好
適な画質の画像の記録が可能となる。
【００３７】
　この例では、プレコートが記録されていない状態から記録する例を説明したが、記録が
始まれば、１、２走査目は必要なくなり、３走査目から７走査目を繰り返えして記録を行
うことができる。
【００３８】
　また、記録ヘッドのずらす量が、ノズルピッチ程度の量とすることができる。そのため
、キャリッジが、記録媒体の搬送方向に大型化することを防止することができる。さらに
、プレコート行いながら、連続して複数パス記録が可能となる。
【００３９】
　図４は、インクジェットプリンターの外観図である。インクジェットプリンター４０は
、キャリッジ４３をプラテン４４の上空を往復移動させながら、プラテン４４に吸着させ
た記録媒体にインクを吐出し、画像を記録する。プラテン４４は平板であり、その板に細
孔が設けられ、裏側に吸引室が配置され、空気を引き込み、その力で記録媒体を吸着して
平らに支持する。プラテン４４の裏面には、ヒーターが配置されている。このヒーターに
よって、プラテン上の記録媒体を加熱する。インクやプレコート液は、この加熱によって
乾燥が促進される。プラテン４４の記録媒体の搬送方向の下流側には、ペーパーガイド４
５が配置され、排出された記録媒体を加熱し、インクの乾燥、記録媒体への定着を促進さ
せる。また、ペーパーガイド４５に対向した位置にファンヒーター４１が備わり、加熱あ
るいは送風により、インクの乾燥、定着を促進する。
【００４０】
　搬送ローラー４２が、プラテン４４の長手方向に沿って複数配置され、記録媒体を搬送
する。搬送ローラー４２によって、記録媒体がプラテン４４方向に搬送され、プラテン４
４に支持された記録媒体の上方をキャリッジ４３が走査しながら、そこに搭載された記録
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ヘッドからインクを吐出して画像を記録する。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明は、インクジェットプリンターに適用できる。
【符号の説明】
【００４２】
１　Ｃヘッド
２　Ｍヘッド
３　Ｙヘッド
４　Ｋヘッド
５　Ｐヘッド
６　ノズル
２０　制御手段
２１　ＲＯＭ
２２　ＲＡＭ
２３　操作パネル
２４　キャリッジ移動モーター駆動回路
２５　キャリッジ位置検出センサー
２６　ヘッド駆動回路
２７　記録媒体搬送手段
３０　記録ヘッド
３１　記録ヘッド
３２　ノズル
４０　インクジェットプリンター
４２　搬送ローラー
４３　キャリッジ
４４　プラテン
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